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八ードウエア編 


本装置のハードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 （60 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （66 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 


基本的な操作 （72 ページ） 

電源の 0 N や OFF の方法、およびフロッピーディスクや CD - ROM のセツト方法 
などについて説明しています。 


内蔵オプションの取り付け （81 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （11 2ページ） 

本体内部のケーブル接続例を示します。背面にあるコネクタへのケーブル接続 
については「設置と接続」を参照してください。 

システム BIOS のセットアップ （ SETUP )(1 15ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。 

リセットとクリア （144 ページ） 

リセットする方法と内部メモリ （ CMOS ) のクリア方法について説明していま 
す0 


割り込みラインと I / O ポートアドレス （148 ページ） 

I / O ポートアドレスや割り込み設定について説明しています。 

RAID コンフイグレー シ ヨン （150 ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用す 
るための方法について説明しています。 
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60 各部の名称と機能 


各部の名称と機能 

本体の各部の名称を次に示します。 


本体前面 



* ご購入された装置の型番によりフロントマスクのデザインが異なっております。 


(1) CD-ROM ドラィブ 

セットしたディスクのデータの読み出し（または 
書き込み）を行ラ （—79 ページ)。 

ドライブには、トレーをイジェクトするための卜 
レーイジェクトボタン、ディスクへのアクセス状 
態を表示するアクセスランプ（アクセス中はオレ 
ンジ色に点灯）、トレーを強制的にイジェクトさ 
せるための強制イジェクトホールが装備されてい 
る。 

(2) POWER/SLEEP スィッチ 

本体の電源を〇 N/0FF するスイッチ。一度押すと 
緑色に点灯し、 0N の状態になる。もラー度押す 
と〇 FF の状態になる （—72 ページ)。 

〇 S の設定により省電力（スリープ）の切り替え 
をする機能を持たせることもできる。設定後、一 
度押すと、緑色に点滅し、省電カモードになる。 
もう一度押すと、通常の状態になる（搭載されて 
いるオプションボードによっては、機能しないも 
のもある）。 

(3) POWER/SLEEP ランプ（緑色） 

電源を〇 N にすると緑色に点灯する （—65 ベー 
ジ)。 省電カモード中は緑色に点滅する。 


(4) DISK アクセスランプ（緑色） 

本体内蔵のハードディスクドライプにアクセスし 
ているときに緑色に点灯する （—65 ページ)。内蔵 
ハードディスクドライプをオプションボードに接 
続している場合は装置に添付の LED ケープルを接続 
することにより点灯する （—97 ページ)。 

(5) USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する 
69ページ)。 

対応するソフトウェア（ドライバ）が必要です。 

(6) フロントマスク 

装置前面を保護するカバー（->86ページ)。 

(7) ファイルベイ 

3.5 インチデバイスを搭載するためのペイ。 

(8) 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 

3.5 インチフロッピーディスクを揷入して、デー 
夕の書き込み/読み出しを行ラ装置 （—77 ペー 
ジ)〇 

ドライプには、フロッピーディスクをイジェクト 
するためのイジェクトボタン、フロッピーディス 
クへのアクセス状態を表示するアクセスランプ 
(アクセス 中は緑色に点灯）が装備されている。 

(9) リリースタブ（フロントマスク側面に3個） 

フロントマスクのロックを解除するタブ （—86 
ページ)。フロントマスクを取り外すときに押す。 
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本体背面 


( 11 ) ( 12 ) 



(1) 筐体□ック 

盗難防止用器具を取り付けることで装置内部の部 
品の盗難を防止することができる。 



(2) □ックレバー 

サイドカパーのロックを解除する。 

(3) 電源コネクタ 

添付の電源コードを接続する。 （—69 ページ） 

(4) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの転送速度を示すランプ （—65 ペー 
ジ)。 

(5) LINK / ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すランプ (-65 
ページ ） 〇 


(6) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 〇〇 OBASE-T/ 1 00BASE-TX/1 〇 BASE-T 対応の 
コネクタ （—69 ページ)。 

(7) US 巳コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する 
69ページ)。 

(8) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する （-69 ページ)。 

(9) プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと 
接続する （—69 ページ)。 

(10) シリアルポートコネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—69 ページ)。なお、本体標準のシリアルポート 
は専用線接続は不可です。 

(11) キーポー ドコネクタ 

添付のキーボードを接続する（->69ページ)。 
対応するソフトウェア（ドライパ）が必要です。 

(12) マウスコネクタ 

添付のマウスを接続する （—69 ページ)。 
















































































62 各部の名称と機能 


本体内部 



(1) CPU 冷却フアン 

(2) メモリ （DIMM) 

(3) 3.5 インチ八ードディスクドライブ 

(4) CD-ROM ドライブ 


(5) 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 

(6) 冷却フアン（システム） 

(7) マザーポード 

(8) 電源ユニット 
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マザーポー 


n ) (2) (3)-1 (3)-2 (3)-3 (3)-4 



(1) 電源コネクタ 

(2) プ□セッサソケット 

(3) DIMM ソケット（末尾の数字は DIMM 番号 
を示す） 

(4) 旧 E コネクタ 

(5) フロッピーディスクドライブコネクタ 

(6) リチウムバッテリ 

(7) シリアル ATA コネクタ（末尾の数字はコネ 
クタ番号を示す。（7)-3、 （7) -4 は 
使用しません。） 

(8) 冷却フアンコネクタ（システムフアン） 


(9) CMOS コンフイグレーシヨンジヤンパ 

(10) スピーカ 

(11) LED コネクタ 

(12) フロントパネルコネクタ 

(13) PCI ポードス□ツト 

(13)-1 PCI Express x 4 (性能： xl ) 
(13)-2 PCI Express x 8 
(13)-3 32- bit /33 MHz 
(13)-4 32- bit /33 MHz 

(14) 冷却フアン （ CPU フアン用） 

(15) 外部接続コネクタ 




















































































































64 各部の名称と機能 


ランプ表示 


本体のランプの表示とその意味は次のとおりです。 


POWER/SLEEP ランプ 
- DISK アクセスランプ 


アクセスランプ 

TJ CJ 

本体前面 



O ' LJ 




本体背面 
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POWER/SLEEP ランプ 

本体の電源が〇 N の間、緑色に点灯します。またシステムが省電カモードに切り替わるとラン 
プが緑色に点滅します。省電カモードは本体の POWER/SLEEP スイッチを押すと起動します。 
また、〇 S によっては一定時間以上、操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設 
定したり、〇 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます（オプシヨ 
ンボードによっては機能しないものもあります）。 POWER/SLEEP スイッチを押すと元に戻り 
ます。 


DISK アクセスランプ 

DISK アクセスランプは本体内部のハードディスクドライブにアクセスしているときに緑色に 
点灯します。フロッピーディスクドライブ、 CD-R 〇 M ドライブのアクセスランプは、それぞ 
れにセツトされているディスクや CD-R 〇 M にアクセスしているときに点灯します。 


LINK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と HUB に電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている間、点灯します （LINK)。 ネットワークポートが送受信を行っ 
ているときに点滅します （ACT)。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク (LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 


1000/100/10 ランプ 

標準装備の LAN ポートは、1000 BASE-T (IGbps ) と 100 BASE-TX (100Mbps )、10 BASE- 
T (10 Mbps) をサポートしています。 


このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフェースで動作さ 
れているかを示します。橙色に点灯しているときは、1000 BASE-T で動作していることを、緑 
色に点灯しているときは 100BASE-TX で動作していることを示します。消灯しているときは、 
1 0BASE-T で動作していることを示します。 



66 設置と接続 


設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



A 注意 

AA 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 指定以外の場所に設置 • 保管しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 

本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。 


装置の前後に 150mm 以上 
のスペースがとれる場所 


以下の環境条件を 
満たした場所 
<動作時> 

室内温度： 1CTC 〜 35°C* 
湿度： 20%〜80% 

温度勾配：± ion /時 
気圧： 749 〜 1040 hpa 
<休止時> 

室内温度： 5°C 〜 4CTC* 
湿度：10%〜80% 

温度勾配： ±15°C/ 時 
気圧： 749 〜 1040 hpa 


マウスやディスプレイ装置 
のケーブルが届く場所 


室内温度 15°C 〜 25°C の 
範囲が保てる場所での 
使用をお勧めします。 




スタビライザを取り付けて 
ください。 


AC100V、 平行二極 
アース付きのコンセント 




ほこりの少ない、きれい 
で整頓された部屋 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を設 
置すると、誤動作の原因となります。 





腐食性ガスの発生する場所（大気 
中に硫黄の蒸気が発生する環境下 
など）、薬品類の近<や薬品類がか 
かるおそれのある場所。_ 




物の落下が考えられる場所。 




本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費する装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければならない場 
所。 



電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで〇 N/OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
の近くには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
の近くに設置するときは電源配 
線の分離やノイズフィルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 
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スタビライザの取り付け/取り外し 

装置を設置する際には、いったん装置を横置きにして、添付のスタビライザを取り付けてくだ 
さい。 



スタビライザを取り付けた6、図のように立 
てて設置します。 

壁際や机の隣など一方の側面が固定できる 
よラな設置場所では、もラー方の側面側のみ 
にスタビライザを取り付け固定してくださ 
い（なるべく2つのスタビライザで本体を固 
定することをお勧めします)。 



■-〇 本体の通風口がある面が壁やものでふさがれるような設置はできません。本体 
内部の冷却効果を保持するためです。 


スタビライザは、スタビライザにある□ック 
プレートを軽く引っぱりながらスライドさ 
せると取り外せます。 
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本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが 
用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示しま 
す。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつ 
なげます。 



A 


警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 


• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをし 
ない 


• 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 













70 設置と接続 


インタフエースケーブル 

インタフェースケーブルを接続してから電源コードを接続します。 


胃-〇 • 本体、および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し、 on の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• サードノ（ーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置を使用できることをあらかじ 
め確認してください。サードパーティの装置の中には使用できないもの 
もあります。 

• 必要に応じてケーブルストッパを取り付けてケーブルを固定してくださ 
し、。キーポード/マウスや PCI ス□ットに増設したポードに接続した 
ケーブル （LAN ケーブルなど）の着脱を防止するため効果があります 
(ケーブルストッパは本体内部で固定されています)。 

• 添付のキーポード、マウスはコネクタ部分の「△」マークを右に向けて 
差し込んでください。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してくださ 
い0 

• 本体標準のシリアルポートは専用線接続は不可です。 

• ここで説明していないコネクタは未使用コネクタです。何も接続しない 
でください。 


マウス 



* 対応するドライバが必要です。 
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電源コード 

添付の電源コードを接続します。 




• 本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の 
背面にあるサービス コン セントに接続します。 

UPS のサービスコンセントには 、 「SWITCH OUT 」 と 「 UN-SWITCH 
〇 UT 」 という2種類のコンセントがあります （「0 UTPUT 1」、 

「0 UTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 UPS を制御するアプリケーシヨ 
ン （ ESMPR 〇 / UPSController など）から電源の制御をしたい場合は、 
「 SWITCH 〇 UT 」 に電源コードを接続します。常時給電させたい場合は、 
「 UN - SWITCH 〇 UT 」 に電源コードを接続します （24 時間稼働させるモ 
デムなどはこのコンセントに接続します）。詳しくは UPS に添付の説明 
書をご覧ください。 



AC100V 50/50HZ TOTAL 1 2.5A 


• 本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体 

の〇 N / OFF を連動 （ リンク）させるために BI 〇 S の設定変更が必要となる場 
合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「 Server 」 _ 「 AC - LINK 」 を選択 
し、適切なパラメータ値に変更してください。 















































72 基本的な操作 


基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER/SLEEP スイッチを押すと〇 N の状態になります。 
次の順序で電源を ON にします。 


W-O 電源を OFF にした後、再度電源を ON にする時には、10秒ほど経ってから電源 
を on にしてください。 


1. フロッピーディスクドライブにフロッピーディスクをセットしていないことを確認 
する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を 0 N にする。 


^ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が 0 N になっていることを確認してください。 


3. 本体前面にある P 0 WER/SLEEP 
スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER/ 
SLEEP ランプが緑色に点灯し、し 
ばらくするとディスプレイ装置の 
画面には 「NEC ロゴ」が表示され 
ます。 


「NEC」 ロゴを表示している間、自 
己診断プ□グラム ( POST ) を実 
行してハードウェアの診断をしま 
す。詳しくはこの後の 「POST の 
チェック」をご覧ください。 POST 
を完了すると〇 S が起動します。口 
グオン画面でユーザー名とパス 
ワードを入力すれば使用できる状 
態になります。 



^ POST 中に異常が見つがると POST を中断し、 エラー メッセージを表示します。 
210ページを参照してください。 






























ノ、ー ドウエア編 73 



POST ( Power 〇 n Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を〇 N にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装置 
には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。(く Esc > キーを押すと 、 POST 
の実行内容が表示されます。） 





BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 メニュー 
にある rBoot-time Diagnostic Screen ] の設定を 「 Enabled 」 に切り替えてくだ 
さい （126 ぺージ参照)。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


• POST の実行中に電源を OFF にしないでください。 

• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り外しをしてから電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたポードの構成に誤りがあることを示 
すメッセージを表示して POST をいったん停止することがあります。 

この場合は < F 1> キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 

3. しばらくすると、マザーポードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、115ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

4. 本体標準装備のシリアル ATA インタフェースを使用したハードディスクドライブ 
のディスクアレイ機能を有効にしている場合は、次のメッセージが表示されます。 

Press <Ct r1><A> for Adaptec RAID Configuration Utility! 

ここでく Ct 「 l > キーと < A > キーを押すとハードディスクドライブの RAID を構築するた 
めのユーティリティが起動します。設定値やユーティリティの詳細については15〇 
ページを参照してください。 

5. 続いて本体にオプションの SCSI コント□ーラボードなどの専用の BIOS を持ったコ 
ント□—ラを搭載している場合は、 BIOS セットアップユーティリティの起動を促 
すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自 
動的に続けます)。 

く例 ： SCSI BIOS セットアップユーティリティの場合〉 

Press < C t r L > <A> for SCSISe Lect(TM ) Utility! 

ここで < Ct 「 l > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。 SCSI 機器の設定 
値やユーティリティの詳細についてはボードに添付の説明書を参照してください。 

ユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。 

• 5.25 インチデバイスベイに SCSI 機器を取り付けた場合 

• 外付け SCSI 機器を接続した場合 

• 本体内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

6. オプションポードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

7. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を〇 FF にしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て〇 N にしてください。 



OS をインスI-ールするまではパスワードを設定しないでくださし、。 
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8. POST を終了すると 0 S を起動します。 


POST の エラー メ ッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運用•保 
守編」を参照してください。 


""〇 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FF にします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャツトダウンをする。 

2. POWER / SLEEP ランプが消灯したことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 


省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した〇 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ 
状態)にすることができます。 

〇 S のシャットタ'ウンメニューからスタンバイを選択するか、 POWER / SLEEP スイッチの設定 
を電源オフからスタンバイに変更した場合は POWER / SLEEP スイッチを押すとスタンバイ状 
態になります ( POWER / SLEEP ランプが点滅します)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER / SLEEP スイッチをもう一度押すとスタンバイ状態は解除されます。 





省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方法については、 
Windows Server 2003 /Windows 2000の設定によって異なります。また、省電 
カモード中の動作レベルは 、 Windows Server 2003 /Windows 2000の設定に依 
存します。 


省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
Bto さい。省電カモードから復帰する際に元の状態に復帰できない場合がありま 
す0 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフロッピーディスクを使ったデータの読み出し（リード）•保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフロッピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フロッピーディスク （1.44 M バイト）と 2 DD フロッピーディスク （720 K パ 
イト）を使用することができます。 

フロッピーディスクのセット/取り出し 

フ□ッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点灯）になっていることを確認してください。 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし 
て、フロッピーディスクドライブのイジエクトボタンが少し飛び出します。 

イジエクトボタンを押すとセットしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか 
ら取り出せます。 

• フォーマットされていないフロッピーディスクをセットすると、ディス 

I チェック 1 クの内容を読めないことを知らせるメッセージやフォーマットを要求す 

るメッセージが表示されます。〇 S に添付の説明書を参照してフロッ 
ピーディスクをフォーマットしてください。 

• フロッピーディスクをセットした後に本体の電源を〇 N にしたり、再起 
動するとフロッピーディスクから起動します。フロッピーディスク内に 
システムがないと起動できません。 

• フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してがら 
フロッピーディスクを取り出してください。アクセスランプが点灯中に 
取り出すとデータが破壊されるおそれがあります。 


フロッピーディスクの取り扱いについて 

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケート 
にできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。 

• フロッピーディスクドライブにはていねいに奥まで揷入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やボールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。 

• フ□ッピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い0 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 
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• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フロッピーディスクは、保存している内容を誤って消すことのないようにライトプ□テ 
クト（書き込み禁止）ができるようになっています。ライトプロテクトされているフ 
□ッピーディスクは、読み出しはできますが、ディスクのフォーマットやデータの書き 
込みができません。重要なデータの入っているフロッピーディスクは、書き込み時以外 
はライトプロテクトをしておくようお勧めします。 3.5 インチフロッピーディスクのラ 
イトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプロテクトスイッチで行います。 



書き込み不可書き込み可 


• フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失ラ場合があります。このよラな場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフロッピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは CD-ROM (読み出し専用のコ 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフロッピーディスクと比較 
して、大量のデータを高速に読み出すことができます。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
A などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

V 明をご覧ください。 

• CD-ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


ディスクのセット/取り出し 

1. 本体の電源が ON ( POWER / SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. CD - ROM ドライブ前面のトレーイジェクトポタンを押す。 

トレーが少し出てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き出し、トレーが止まるまで引き出す。 

4. ディスクの文字が印刷されている面を上に向けてトレーの上に静かに確実に置く。 

5. トレーの前面を軽く押して元に戻す。 

ディスクのセット後、ドライブの駆動音が大きく聞こえるときは、再度ディス 
クをセツトし直してください。 


ディスクの取り出しは、ディスクをセツトするときと同じようにトレーイジェクトボタンを押 
してトレーをイジェクトし、トレーから取り出します（アクセスランプがオレンジ色に点灯し 
ているときは、ディスクにアクセスしていることを示します。この間、トレーイジェクトボタ 
ンは機能しません）。 

〇 S によっては〇 S からトレーをイジェクトすることもできます。 

ディスクを取り出したらトレーを元に戻してください。 

ディスクが取り出せない場合の手順 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクを取り出せない場合は、次の手順に従って取り出 
します。 


1. POWER / SLEEP スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消 
灯）にする。 
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2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
U ップを引き伸ばして代用でき 
る）を CD - ROM ドライブのフロ 
ントパネルにある強制イジェクト 
ホールに差し込んで、トレ _ が出 
てくるまでゆっくりと押す。 

強制イジ ェクトホールの 位置は ド 
ライブのタイプによって異なる場 
合があります。 




1 _ 」 







強制 イジ ェクトホール 


強制イジ ェクトホール 


m 


• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください0 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 


使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 


AQ 


内蔵オフシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


m 


• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアップデートしてください （48 ページを参照)。 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


安全上の注意 


A 0 ㉞ C 

A ▲③⑩ 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管 • 運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 


1. os からシャツトダウン処理をす 
るか POWER / SLEEP スイッチを 
押して本体の電源を OFF 
( POWER / SLEEP ランプ消灯） 
にする。 


POWER/SLEEP 

ランプ 



2. 本体の電源コードをコンセントお 
よび本体の電源コネクタから抜 
ぐ 


3. 本体背面に接続しているケーブル 
をすベて取り外す。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

カバー 

本体にオプションを取り付ける（または取り外す）ときはカバーを取り外します。 

取り外し 

次の手順に従ってカバーを取り外します。 


2 . 


3. 


「取り付け/取り外しの準備」を参照して取り外しの準備をする。 


筐体□ックに錠をしている場合 
は、錠を取り外す。 



右側のカノ（一が底面を向くように 
して本体を横置きにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 



スタビライザを取り付けている場合は取り外してから横置きにしてく 
II エック I ださい。 


4. □ックレノ（一を押しながらカバー 
をしっかり持って取り外す。 



□ツクレバー 
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取り付け 


カバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

カバーの左右にあるフックが本体のフレームにある穴に確実に差し込まれていることを確認 
してください。また、本体前面にスライドしてカバーを取り付けるときにも、カバー前面側に 
あるフックが本体のフレームに引っ掛かっていることを確認してくださし、フレームに引っ掛 
かっていないとカバーを確実に取り付けることができません。 


フックの差し込み穴 



フックを引つか 
ける フレーム 


本体上面側の 
フック 



本体前面側の 
フック 


カパーの裏側 
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フロントマスク 

ハードディスクドライブや 3.5 インチデバイスを取り付ける（または取り外す）ときはフロン 
トマスクを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってフロントマスクを取り外します。 


1. 

2 . 


83ページを参照して取り外しの準備をする。 

右側のカノ（一が底面を向くように 
して本体を横置きにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 



^ スタビライザを取り付けている場合は取り外してから横置きにしてく 

匡エック I ださい。 


3. 84ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


4. フロントマスクの上側にあるリ 
リースタブ （3 力所）を引き、夕 
ブが本体のフレームから外れる程 
度まで前面に少し引っぱる。 



■"〇 前面に引っぱりすぎるとフロントマスクの下側を固定しているフックを破損 
してしまいます。少しだけ引き出してください。 


5. 本体を少し持ち上げながら、フロ 
ントマスクを下側にスライドさ 
せ、本体下側の フレームに 引っか 
かっているタブを外して本体から 
取り外す。 
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取り付け 

フロントマスクは「取り外し」の逆の手順で取り付けることができます。フロントマスクの下 
側にある3つのタブを本体前面下側の穴に差し込んでから上側を本体に向けて押し、リリース 
タブでロックしてください。 
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3.5 インチハードディスクドライブ 

本体の内部には、 SATA 八ードディスクドライブを最大2台取り付けることができます。 


弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サー 
Ita ドパーティのハードディスクドライブを取り付けるとハードディスクドライ 
ブだけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製品が原因と 
なった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


モデルによって搭載されているハードディスクドライブのタイプが異なります。 

く SATA 八ードテイスクドライフ搭載の場 S> 


ハード ディ スクドライブベイ 
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取り付け 

次の手順に従って 3.5 インチハードディスクドライブを取り付けます。 

1. 取り付け前にハードディスクドライブに添付の説明書を参照してハードディスクド 
ライブの設定をする。 

<SATA ハードディスクドライブ搭載の場合〉 


増設台数 

取り付けるベイの位置 

接続するマザーボードの 
シリアル ATA コネクタ 

1 台目 

上から 1 段目 

シリアル ATA コネクタ 1 

2 台目 

上から 2 段目 

シリアル ATA コネクタ 2 



2. 83ページを参照して取り外しの準備をする。 


3. 84ページと86ページを参照してカバーとフロントマスクを取り外す。 


4. フロッピーディスクドライブと 
CD - ROM ドライブに接続してい 
るインターフェースケーブルと電 
源ケーブルを外す。 

5. ハードディスクドライブをすでに 
搭載している場合は、ハードディ 
スクドライブに接続しているイン 
タフ ェース ケーブルと電源ケープ 
ルを外す。 
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6. 八ンドルを持ち、デバイスブラ 
ケットを図のように回転させて、 
デバイスブラケットを引き抜く。 


7. デバイスブラケットから八ード 
ディスクドライブベイを固定して 
いるネジ2本を外す。 


8. デバイスブラケットから八ード 
ディスクドライブベイを手前にス 
ライドさせて取り出す。 


9. 平らで丈夫な場所に静かに置く。 
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10. ハードディスクドライブベイの底 
面側を上に向け、八ードディスク 
ドライブのコネクタ側を手前に、 
基板面を下に向けて持ち、ス□ッ 
卜へゆっくりとていねいに差し込 
む0 


1 1. ハードディスクドライブとハー 
ドディスクドライブベイのネジ 
穴を合わせて、八ードディスク 
ドライブに添付のネジ （4 本） 
で八ードディスクドライブを固 
定する。 


く SATA ディスク搭載の例〉 


ハードディスクドライブベイ 



1台目 



w-O 八ードディスクドライブを固定するネジは、ハードディスクドライブ添付のネ 
ジを使用してください。必要以上に長さのあるネジを使用するとハードディス 
クドライブを破損するおそれがあります。 
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12. 八ードディスクドライブベイをデ 
バイスブラケットの フレームに 突 
き当てながらデバイスブラケット 
のフック に ベイの穴を差し込む。 


13. 八ードディスクドライブベイを前 
面へスライドさせる。 



14. 手順6で取り外したネジ2本で 
八ードディスクドライブベイを 
固定する。 


固定ネジ 



15. デバイスブラケットの八ンドルを 
持ち、図のように回転させて本体 
に取り付ける。 
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16. ケーブルを接続する。 


詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 


インタフエースケープルや電源ケープルにキャップがされていた場合は取り 
外してください（取り外したキャップは大切に保管してください）。また、使 
用しない電源コネクタにはキャップをし、リピートタイで束ねてください。 


_"〇 ハードディスクドライブを冷却するために大切な手順です。 


17. 本体を組み立てる。 

18. BIOS セットアップユーティリティを起動して、 BIOS からハードディスクドライ 
ブが正しく認識されていることを確認する （1 15ページ)。 
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取り外し 

ハードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


八ードディスクドライブ内のデータについて 

取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows や Linux などの「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティング 
システムの「フォーマツト」コマンドでは見た目は消去されたように見 
えますが、実際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたまま 
の状態にあります。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェ 
アにより復元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1 . 83ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 84ページと86ページを参照してカバーとフロントマスクを取り外す。 

3. 「取り付け」の手順6〜9を参照してハードディスクドライブベイを取り出す。 

4. 「取り付け」の手順10〜11を参照してハードディスクドライブを取り出す。 

5. 本体を組み立てる。 
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PCI ポード 

本体には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□ットを4つ用意しています。 



• PCI ボードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いた 
りしないでください。静電気に対する注意については、82ページで説 
明しています。 

• □ングポードは PCI #3と#4のみに搭載できます。また、実装する際に 
は、マザーボード上の部品に接触しないよう、注意して実装してくださ 
し、0 



マザーボード 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I -一覧 


型名 

製品名 

ス□ット 

PCI#1 

PCI#2 

PCI#3 

PCI#4 

備考 

PCIe* 1 

PCIe 

32-bit/33MHz 

ス□ットサイズ 

Low-Profile 

PCI ポードタイプ 

x 4 

ソケット 

x 8 

ソケット 

5V 

搭載可能な 
ポードサイズ 

MD2 

N 8103 -65 

SCSI コント ローラ 

- 

- 

〇 

〇 

- 

N8 103-75 

SCSI コント ローラ 

- 

- 

〇 

〇 

- 

N8 103-95 

SCSI コント□—ラ 

- 

- 

〇 

〇 

- 

N8 104- 109 

1000 BASE-SX 接続ボード 

- 

- 

〇 

〇 

いずれか1枚 （AFT 
時は同じボードを最 
大2枚）搭載可能 

N 8104 -115 

1000 BASE-T 接続ボード 

- 

- 

〇 

〇 

N 8104 -114 

1000 BASE-T 接続ボード 

〇 

〇 

— 

— 

最大1枚搭載可能 
その他ボードと 
Teaming は不可 

N 8104 -88 

1〇〇 BASE-TX 接続ボード 

- 

- 

〇 

〇 

最大2枚搭載可能 

N81 17-01 

増設 RS-232C コネクタキット 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大1つ搭載可能 


〇搭載可能一搭載不可 
*1PCIe は x 1でのみ動作します。 
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SCSI コント□ーラの取り付けについて 

N 8103 -75/95 SCSI コント□—ラを取り付け、バックアップデバイスを接続することが可能 
です。詳しくは SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

• 接続するデバイスの ID や終端設定を正しく設定してしてください。 

• このボードの最大出力は 5 V です0 

• 取り付け後は、 SCSI コントローラの SCSI BIOS ユーティリティを使用してボードや接 
続しているデバイスの転送レートの設定などをします。設定の詳細とその方法について 
は、ボードに添付の説明書を参照してください。 
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取り付け 


次の手順に従って pci ボードス□ットに接続するボードの取り付けを行います。詳細について 
は、ボードに添付の説明書を参照してください。 


1. 取り付け前に、取り付けるポードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、 
ポードに添付の説明書を参照して正しく設定しておく。 

2. 83ページを参照して取り外しの準備をする。 


3. 84ページを参照してカバーを取り外す。 


4. 取り付けるス□ットと同じ位置 
(高さ）にある増設ス□ットカ 
バーを固定しているネジを外し、 
ス□ットカバーを取り外す。 


f 



取り外したス□ットカバーは大切に保管してください。 


5. ポードの部品面を本体底面側に向け、ポードのリアパネルをフレームのパネにしっ 
かりと当ててからボードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりと 
ポードを押し込み、手順4で外したネジで固定する。 





ある部分 


胃"〇 うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取 
り付け直してください。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれ 
がありますので注意してください。 
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6. 本体を組み立てる。 

7. 本体の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

8. 巳 IOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは126ページをご覧ください。 


取り付け後の設定 

取り付けたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティ（本体の BIOS セット 
アップユーティリティやボードに搭載•添付されているセットアップユーティリティ）を使っ 
て本体の設定を変更しなければならない場合があります。 

ボードに添付の説明書に記載されている内容に従って正しく設定してください。 

なお、本装置では電源〇 N 後に PCI バス番号の小さい順にスキャンをします。ボードに搭載さ 
れたオプション R 〇 M 内に BIOS ユーティリティが格納されている場合は、 PCI バス番号の小さ 
い順にその起動メッセージ（バナー）を表示します。 


取り外し 

次の手順に従って PCI ボードス□ットに接続されているボードの取り外しを行います。 

1 . 83ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 84ページを参照してカノ（一を取り外す。 

3. 取り付け手順の4〜5を参照してポードを取り外し、増設ス□ットカバーを取り付 
ける。 

4. 本体を組み立てる。 

5. 本体の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラー メッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

6. 巳 IOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは126ページをご覧ください。 
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N 81 17-01 増設 RS -232 コネクタキットの取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□ットに接続するボードの取り付けを行います。詳細について 
は、コネクタキットに添付の説明書を参照してください。 


1. 取り付けるス□ットのス□ットカバー固定ネジを外して、ス□ットカバーを取り外 
す0 


取り外したスロットカバーは大切に保管してください。 


f 



2. ブラケットの先端がフレームのガイドに正しく差し込まれていることを確認し、 
しっかりと取り付け、手順1で外したネジで固定する。 


f 



W-O 本製品を取り付けようとする装置により PCI BRACKET の付け替えが必要と 
Ifaj なります。 

出荷時、 Low Profile タイプの PCI BRACKET が取り付けられていますので 
Full Height タイプの PCI ス□ットに取り付ける場合、添付の Full Height PCI 
用の BRACKET に交換してください。 
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3. 他の PCI ポードに緩衝しないようケーブルを フォー ミングしてマザーポード上の 
COM コネクタに接続する。 

COM コネクタの位置は以下を参照してください。 

ケーブルを接続する場合、コネクタの極性キーを合わせて誤接続しないよう注 
意してください。 



4. 取り外したス□ットカバーや工具、ネジ等が装置内部に残っていないことを確認し 
て装置を組み立てる 

5. BIOS セットアップメニューで Serial Port 巳の設定を行う。 

「 Advanced 」-「 I/O Device Configuration」-「Serial Port 巳」を 「 Enabled 」 
に設定する。 
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DIMM 


DIMM ( DualIn-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタに取り付けます。マ 
ザーボード上には DIMM を取り付けるコネクタが4個あります。 

メモリは最大 4 GB (1 GBX 4 枚）まで増設できます。 


• 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく、本体が故障するおそ 
れがあります（これらの製品が原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でも有料となります)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触 
れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、 
ポードの端子部分を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に対する注意については、82ページで説明し 
ています。 

• オペレーテイングシステム （Microsoft Windows Server 2003, 
Standard Edition ) がサボートする最大メモリ容量と利用可能なメモリ 
容量は次のとおりです。 

搭載メモリ容量：〜 3 GB — 利用可能メモリ容量：搭載メモリ容量と同じ 
搭載メモリ容量： 3.5 G 〜 4 GB —利用可能メモリ容量：約 3.3 GB 

またチップセットの仕様などにより PCI ソース領域として約750 MB メ 
モリを使用するため、実際に使用できるメモリ容量は搭載メモリ容量よ 
り少なくなることがあります。（搭載する PCI カードの種類/枚数によつ 
て多少変動します。） 


DIIMM #2 DIIMM #4 



マザーボード 


また、本装置ではメモリの Dual Charnel メモリモードをサポートしています。 

Dual Charnel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となります。 
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増設順序 

DIMM は 、 Dual Charnel メモリモードを使用する場合と使用しない場合で増設順序や増設単位 
が異なります。 

• Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

増設単位および増設順序に制限はありません。 

• Dual Channel メモリモードを使用する場合 

次の条件を守ってください。 

- 2枚単位で取り付けてください。 

- 取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

- 取り付けるスロットはスロット1と3、または2と4を一組としてください（使用す 
る組に順序はありません)。 

次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 
メモリモード 

ス□ット1 

ス□ット2 

ス□ット 3 

ス□ット 4 

例1 

動作する 

512 MB 

DIMM (標準） 

(未搭載） 

512 MB 

DIMM 

(未搭載） 

例2 

動作する 

512 MB 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

512 MB 

DIMM 

1 GB 

DIMM 

例3 

動作しない 

512 MB 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

512 MB 

DIMM 

(未搭載） 

例4 

動作しない 

512 MB 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

(未搭載） 

1 GB 

DIMM 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


1 . 83ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 84ページを参照してカバーを取り外す。 

3. 左側面が上になるように本体をしっかりと両手で持ち、ゆっくりと静かに倒す。 


4 

5 


DIMM を取り付けるコネクタにある左右のレバーを開く。 


DIMM を垂直に立てて、コネクタ 
にしっかりと押し込む。 



翁 〆 / DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
の キーとキース □ットがあります。 


無理な力を加えたり斜めに差すと DIMM やコネクタを破損するおそれがあり 
ます。まっすぐ、ていねいに差し込んでください。 


DIMM が DIMM コネクタに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

6. レバーを確実に閉じる。 

7. 本体を組み立てる。 

8. 本体の電源を 0 N にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については210ページを参照してください。 

9. SETUP を起動して 「 Advanced 」 メニューの 「 MemoryConfiguration 」 で増設 
した DIMM が BIOS から認識されていること（画面に表示されていること）を確認 
する （127 ページ参照)。 

10. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは126ページをご覧ください。 

11. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は28ぺージを参照してください。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエ 

If エック| ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 

ください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 



2. 取り外す DIMM のコネクタの両側にあるレバーを左右にひろげる。 

DIMM のロックが解除されます。 

3. DIMM を垂直に取り外す。 

無理な力を加えたり斜めに抜くと DIMM やコネクタを破損するおそれがあり 
ます。まっすぐ、ていねいに引き抜いてください。 

4. 本体を組み立てる。 

5. 本体の電源を 0 N にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については210ページを参照してください。 

「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。ハード 
ウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは126ページをご覧ください。 

6. 故障した DIMM を交換した場合は、 「 Advanced 」 メニューの 「Memory 
Configuration 」 で 、 「Memory Retest 」 を 「 Yes 」 にする 0 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは127ページをご覧ください。 

7. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

詳しくは28ページを参照してください。 
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ファイルデバイス 

本体には、 M 0 ドライブ、磁気テープドライブなどのバックアップデバイスを取り付けるス 
□ットがあります。増設ス□ットは標準の状態で 3.5 インチフロッピーディスクドライブが取 
り付けられています。バックアップデバイスを取り付けるためには 3.5 インチフロッピーディ 
スクドライブを取り外す必要があります。 




• SCSI デバイスを搭載する場合は、オプションの SCSI コントローラボー 
ドと内蔵 SCSI ケーブルが必要になります。詳しくは「ケーブル接続」を 
参照してください。 

• バックアップデバイスを取り付けた場合、 3.5 インチフロッピィディス 
クドライブが使用できません。フロッピィディスクを使用するには別売 
の USB フロッピィディスクドライブを使用して下さい。 

なお、 USB フロッピィディスクドライブを正しく動作させるには B I 〇 S 
セットアップメニユーで BIOS の設定を変更してください。 

設定方法は、後述の「システム BIOS のセットアップ」を参照して下さ 

い0 


CD - ROM ドライブ 



<標準状態> 
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取り付け 

次の手順に従ってファイルデバイスを取り付けます。ここでは標準装備のファイルベイを中心 
に説明します。デバイスベイ変換キットについては、説明が異なる場合のみ併記しています。 


1. デバイスの設定をする。 

デバイスベイに取り付けるデバイスの設定は以下のとおりです。 


デバイス 

設定 

SCSI デバイス 

終端抵抗 OFF * 


* オプションの内蔵 SCSI ケーブルに終端が取り付けられていない場合は 
終端抵抗 0 N に設定してください。 


W "0 SCSI デバイスを搭載する場合は 、 SCSI ID が同じケーブルに接続されている 
他の機器と重ならないように設定してください。 


2. 83ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 84ページと86ページを参照してカバーとフロントマスクを取り外す。 

4. 標準装備の CD - ROM ドライブとフロッピーディスクドライブ、デバイスベイに搭 
載しているデバイスからすべてのケーブルを取り外す。 


5. 八ンドルを持ち、デバイスブラ 
ケットを図のように回転させなが 
ら、デバイスブラケットを引き抜 
く。 


6. デバイスブラケットから八ード 
ディスクドライブベイを固定して 
いるネジ2本を外す。 



f 
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7. デバイスブラケットから八ード 
ディスクドライブベイを手前にス 
ライドさせて取り出す。 



8. デバイスブラケット側面から 
フロッピーディスクドライブを 
固定しているネジ2本を外す。 



9. デバイスブラケットからブラケッ 
卜を固定しているネジ 2 本を外し、 
ブラケットを取り外す。 


ネジを外す 



取り外したブラケットおよび固定ねじは大切に保管して下さい。 
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10. デバイスブラケットからフ□ッ 
ピーディスクドライブを引き出 
す0 



1 1. デバイスブラケットから EMI 力 
バー（取り付けス□ットをカバー 
している板金）を固定しているネ 
ジ2本を外し 、 EMI カバーを取り 
外す。 



取り外した EMI カバーは大切に保管してくださし、。 


12. デバイスブラケットにファイルデ 
バイスを差し込む。 



<標準状態のフアイルベイの場合> 
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13. ファイルデバイスのネジ穴をデバ 
イスブラケット側面のネジ穴に合 
わせてデバイスに添付のネジ2本 
で固定する。 



固定に使うネジはオプシヨンのファイルデバイスに添付のネジを使用してく 
ださい。必要以上に長さのあるネジを使用するとファイルデバイスを破損する 
おそれがあります。 


14. 手順5〜7を参照してハードディスクドライブベイとデバイスブラケットを取り付 
ける。 

15. ケーブルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 





ファイルデバイスのインタフェースケープルは1ピンを示す赤い線のある端が 
上面側に向くようにして接続してください。 


CD-ROM ド'フイブ 前面がら見て左側面側 
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16. 本体を組み立てる。 

17. SCSI デバイスの場合は、 SCSI コント□—ラの BIOS ユーティリティを使って転送 
速度などの設定をする。 

詳しくは SCSI コントローラに添付の説明書を参照してください。 

18. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインス I -ールする。 

詳しくはデバイスに添付の説明書を参照してください。 


取り外し 

ファイルデバイスは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デバイスを取り外し 
たままにする場合は、 EMI カバーを取り付けてください。 
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ケーブル接続 

本体内部のデバイスのケーブル接続例を示します。 


インタフェースケープル 


インタフェースケーブルの接続について説明します。 




ここで示す図は接続を中心として説明しています。マザーボード上のコネクタ 
の詳細については「マザーボード」を参照してください。 


八ードディスクドライブの増設 

ハードディスクドライブを増設した際の接続について説明します。 

シリアル ATA ディスク搭載の場合 

ハードディスクドライブを増設した場合は、次の図のとおりにケーブルを接続します。ハード 
ディスクドライブは上から順に取り付けてください。 



IDE 7 -ブル FDD ^- ブル S - ATA ^_ ブル 

シリアル ATA ハードディスクドライブを2台接続している場合は、マザーボード上のコント 
□—ラ (Adaptec HostRAID ) を利用して2台のハードディスクドライブでディスクアレイを 
構築することができます。構築できる RAID レベルや構築方法の詳細については、 「 RAID コン 
フィグレーシヨン」 （150 ページ）を参照してください。 
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3.5 インチ 
デパイスベイ 


SCSI ケーブル 

別売の SCSI ケーブルに SCSI 接続の終端をするためのコネクタが取り付けられている場合は、 
3.5 インチデバイスの終端の設定を無効にしてください。 

外付けデバイスの場合も別売の SCSI ケーブルが必要です。 





3-5 インチデバイスの接続 

3.5 インチデバイスベイには SCSI デバイスを搭載することができます。 


SCSI デバイスを搭載する場合 

シリアル ATA ハードディスクドライブを搭載していてハードディスクドライブとは別のコン 
卜□ーラで SCSI デバイスを制御したい場合は、オプションの SCSI コント□ーラと内蔵 SCSI 
ケーブルが必要です。取り付けた SCSI コント□ーラは内蔵型/外付け型の両方の SCSI デバイ 
スと接続することができます。 SCSI コント□—ラと 5.25 インチデバイスの接続は次のとおり 
です。 

• 標準状態の場合 



2台目の八ードディスクドライブ 
1台目の八ードディスクドライブ 


5.25 インチ 
デパイスベイ 




こ 

-^ 1 — 1 1 — 1 




1 IP ■ ， a 




ノ 


) - 

\i 


IDE ケーブル 
S-ATA ケーブル 


FDD ケーブル 


〆 

] 

二 

□ 

〇 

0 

1 


03 



乙 

1 




V 口！ r,f へ ；^ KVJII へ T nl 


SCSI コント□ーラの同ーチヤネルに接続するデバイスの SCSI D は、重複しないように設定を 
してください。 
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電源ケープル 


電源ケーブルの接続例を示します。ここに示す電源ケーブル以外は本装置では使用しません。 

• 標準状態の場合 

- SATA 

Pi 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System (BIOS) の設定方法について説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設定 
してください。 



SETUP はハードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するよラな場合など必 
要に応じて使用してください。 



m 


• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変 
更ができます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のバージヨンがインス!-ールされてい 
ます。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせてください。 
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本体の電源を〇 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F2> to enter SETUP or Press <F12> to boot 
from Network 


ここで < F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニユー画面を表示します。 

以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


EnterpasswordU J 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 




パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 



牛-の機能説明 パラメータ（選択すると文字が反転する） 


n カーソルキー （ t 、 I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

n カーソルキー（―、 —） 

Main や Advanced、Security、Server , Boot、Exit などのメニューを選択します。 


n <_>キ ー /<十>キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ <Ente「> キー 


選択したパラメータの決定を行うときに押します。 


n <Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「Exit」 メニューに進みます。 


n く fi > キー 


SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してくださし、 
SETUP の操作についてのヘルプ画面が表示されます。 <Esc> キーを押すと、元の画 
面に戻ります。 

□ <1=9> キー 


現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 


□ <F10>+- 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
をホします。 


日付 • 時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできます。 

「Main」—「System Time」 (時刻の設定) 

「Main」—fSystem Date」 (日付の設定) 



「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「Advanced」—「Advanced Chipset Control」—「Wake On LAN/PME」—「Enabled」 
「Server」—「AC-LINK」—「Stay Off」 


八ードディスクドライブ関連 


八ードディスクドライブの状態を確認する 

「Main」—「Primary IDE Master」 —表示を確認する 

SATA ハー ドディスクドライブで RAID を構築する 

「Advanced」 一 n/0 Device Configuration」 一 rSATA Controller Mode 〇 ption」 一 
「Enhanced」 を設定し、 「AdvancecU—n/O Device Configuration J ^ T SAT A Controller 
Mode 〇 ption」—「Enhanced」—rSATA RAID Enable」—「Enabled」— RAD のコ 
ンフィグレーシヨンを行う （131 ページを参照する） 


UPS 関連 


「Load Setup Defaults 」 や CMOS クリアを行った場合は必ず、 「 Enabled 」 
に設定を戻してください。初期値 （「 Disabled 」） のまま起動すると八ードディ 
スクドライブのデータが壊れる場合があります。 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 


「Server」—「AC-LINK」—「Power 〇 n」 


- UPS から電源が供給されても電源を〇 FF のままにする 


「Server」—「AC-LINK」—「Stay Off」 
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搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」—「Memory Configuration」 —表示を確認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラ 
に対応しています。 


: 




DIMM #2 

DIMM #1 \ DIMM #3 


DIMM #4 



本体背面 


本体前面 


マザーボード 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」 ^ 「Memory Configuration」 
るとクリアされる 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行する 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 
起動すると詳細テストを実行する 


「Memory Retest」—fYesJ —再起動す 


「Extended RAM Step」— 「1 MB」 —再 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一 rBoot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 □ゴの表示中に <Esc> キーを押しても表示させることができます。 

コンソール端末から制御する 

「Server」—「Console Redirection」 —それぞれの設定をする 


メモリ関連 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Advanced Processor Options」—「Processor 1 CPUID」— 表示を確認する 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」 ^ [Advanced Processor Options」 ^ 「Processor Retest」 一 「Yes」 一再起 
動するとクリアされる 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

fAdvanced」—「NumLock」—「Off (起動時に無効) /On (起動時に有効) /Auto (Default) 」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Supervisor Password」— パスワードを入力する 

「Security」—「Set User Password」— パスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定します。 


外付け周辺機器関連 


外付け周辺機器に対する設定をする 

「Advanced」— 「1/〇 Device Configuration」 —それぞれの機器に対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本体内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「Advanced Chipset Control」—「PCI Device」— それぞれのデバイス 
に対して設定をする 

ディスクアレイコント□ーラポードまたは SCSI コント□ーラなどを取り付ける 

「Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option R0M(n: スロツト番号)」 — 
「Enabled」 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵機器の取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 「Reset Configuration Data」 一 「Yes」 

USB フロッピィディスクドライブを接続する。 

「MairU 一 「Legacy Diskette /\:」一 「Disabled」 
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設定内容のセーブ関連 


_"〇 本体標準装備の Adaptec HostRA 旧を使用してシリアル ATA ハードディス 
クドライブをディスクアレイで使用している場合は必ず、 「 Advanced 」 メ 
ニューの 「 I/O Device Configuration」-►「SATA Controller 
Mode Option 」 を 「 Enhanced 」 に設定し、 「 Advanced 」 メニュー 
の 「 I/O Device Configuration」-►「SATA RAID Enable 」 を 
「 Enabled 」 に設定してください。初期値 （「 DisatHed 」） のまま起動すると 
八ードディスクドライブのデータが壊れる場合があります。 


BIOS の設定内容を保存して終了する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄して終了する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す 

fExitJ 一 「Load Setup Defaults」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Discard Changes」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 
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バラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


System Time : 

[[0:18:58] 

Item Specific Help 


System Date : 

[04/05/2005] 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

Legacy Diskette A : 

C1.44/1.25 MB 3 ン 2 "] 

<Enter> selects field. 

Legacy Diskette B : 

[Disabled] 


Hard Disk Pre-Delay : 

[Disabled] 


► Primary IDE Master 

[120GB SATA1] 


► Primary IDE Slave 

[None] 


► IDE Secondary/Master 

[CD-ROM] 


► IDE Secondary/SLave 

[None] 


► Advanced Processor Options 



Language : 

[English (US)] 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ ― ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Diskette A 

Disabled 

36 〇 Kb 5 V 4 

1.2 MB 5 V 4 

720 Kb 3 V 2 
[1.44/1.25MB 3V 2 ] 
2.88 MB 3 V 2 

フロッピーディスクドライプ（標準装備）の 
設定をします。 

USB フロッピィディスクドライプを使用する 
場合、 [Disabled] に設定してください。 

Legacy Diskette B 

[Disabled] 

36 〇 Kb 5 V 4 

1.2 MB 5 V 4 

720 Kb 3 V 2 

1.44/1.25MB 3V 2 

2.88 MB 3 V 2 

本装置には 2 台目のフロッピーディスクドラ 
イプはありません。出荷時の設定のままにし 
ておいてください。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて内蔵の IDE ハードディスク 
ドライブにアクセスする際にハードディスク 
ドライプの準備のための待ち時間を設定しま 
す。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

IDE Secondary/Master 

IDE Secondary/Slave 


それぞれのチャネルに接続されているデバイ 
スのタイプを表示します。 

シリアル ATA にハードディスクドライプを 1 
台のみ接続した場合、デバイスの情報は 
Primary IDE のエリアに表示されます。 

一部設定を変更できる項目がありますが、出 
荷時の設定のままにしておいてください。 

SATA Port 1 

SATA Port 2 

Serial ATA 

Channel 0 Master 

Serial ATA 

Channel 1 Master 


シリアル ATA ハードディスクドライプを 2 台 
接続した場合にのみ表示されます。デバイス 
情報は SATA Port 1 、 2、 Serial ATA 

Channel 0 Master、Serial ATA 1 Master の 
エリアに表示されます。 

一部設定を変更できる項目がありますが、出 
荷時の設定のままにしておいてください。 

Advanced Processor 

Options 

— 

サブメニューを表示します。次ページを参照 
してください。 

Language 

[English(US)] 

Frangais 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 


BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0°C 〜 35°C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
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Advanced Processor Options 

Main メニューで 「Advanced Processor 〇 ptions」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Main ■ 



Advanced Processor Options 

Item Specific Help 

Processor 

Retest 


Select 'Yes' , BIOS will 

CPU Speed 


2.80 GHz 

clear historical 

Processor 

1 CPUID : 

0F41 

processor status and 

Processor 

1 L2 Cache : 

1024 KB 

retest all processors 

on next boot. 

HypeiThreading Technology 

[Enabled] 


Execute Disable Bit : 

[Disabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —— Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プロセッサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプロセッサに対してテス 
卜を行います。このオプションは次回起動 
時に自動的に「 N0 」に切り替わります。 

CPU Speed 

nnn GHz 

プロセッサの動作周波数を表示します（表 
示のみ）。 

Processor 1 CPUID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

数値の場合はプロセッサの D を示します。 
「 Disabled 」 はプロセッサの故障を示します 
( 表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 

nnn KB 

プロセッサのセカンド（二次）キャッシュ 
サイズを表示します（表示のみ)。 

Hyper-Threading 

Disabled 

1 つの物理 CPU を 2 つの論理 CPU としてみせ 

Technology 

[Enabled] 

て動作させる機能です。 Enabled に設定する 
と 1 つの CPU が 2 つに見えます。 

: Hyper-threading Technology^ , 
Hyper-threading Technology (こ対応し 
た CPU を搭載した場合のみ表示されま 
す 。 Windows Server 2003 以外の〇 S を 
使用する場合は、 [Disabled ] に設定して 
ください。 

Execute Disable Bit 

Enabled 

[Disabled] 

XD ビット機能の有効/無効を設定します 
注 ： Execute Disable Bit は、 XD ビット機能 
に対応した CPU を搭載した場合のみ表 
示されます。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 
項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Enter〉 キーを押すとサブメニューが表 
ホされます 0 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Connguratnon 

► PCI Configuration 

► I/O Device Contiguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices- 

Boot-time Diagnostic Screen : 

[Disabled] 


Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[Auto] 


Memory/Processor Error : 

[Boot] 


Multiprocessor specification : 

[1.4 ： 



FI Help f i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^—> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu MO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

[Disabled] 

起動時の自己診断 (POST ) の実行画面を表 

Screen 

Enabled 

示させるが、表示させないがを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 

「 NEC 」 ロゴが表示されます。（ここでく Esc> 
キーを押すと POST の実行画面に切り替わり 
ます。） 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶している 
システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。システムの起動後にこのパ 
ラメータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

[Auto] 

On 

Off 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST 中にメモリや CPU のエラーを検出したと 
きに POST を中断するかどうがを設定します。 

Multiprocessor 

1.1 

マルチプロセッサ仕様で対応するバージョ 

specification 

[1.4] 

ンを選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Contiguration 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced I 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

System Memory : 

625 KB 

Clears the memory error 

Extended Memory : 

251904 KB 

status. 

DIMM Group #1 Status : 

Normal 


DIMM Group #2 Status : 

Normal 


DIMM Group #3 Status : 

Normal 


DIMM Group #4 Status : 

Normal 


Memory Retest : 

[咖 


Extended RAM Step : 

[Disabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

本体内蔵の基本メモリ容量を表示します 
(表示のみ)。 

Extended Memory 


本体に内蔵された拡張メモリの総容量を表 
示します（表示のみ)。 

チップセットの仕様などにより PCI リソース 
領域として約 750 MB メモリを使用するため 
実際に表示されるメモリ容量よりも少なく 
なることがあります。（搭載する PCI 力ード 
の種類/枚数によって変動します。） 

DIMM Group #1-#4 

Status 

Normal 

Not Installed 

Disabled 

メモリの現在の状態を表示します（表示の 
み)。 「 Normal 」 はメモリが取り付けられて 
いて、正常であることを 、 「Not InstalledJ 
はメモリが取り付けられていていないこと 
を示します。 「 Disabled 」 は DIMM が故障し 
ていることを示します。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行するかど 
うかを設定します。 

Extended RAM Step 

1 MB 

[ Disabled ] 

拡張メモリに対するテストを実行するがど 
うか、および実行する際のブロックサイズ 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Embedded Video Controller 

► Embedded NIC (Gbit #1) 

PCI Slot 1Option ROM : [Enabled] 

PCI Slot 2 Option ROM : [Enabled] 

PCI Slot 3 Option ROM : [Enabled] 

PCI Slot 4 Option ROM : [Enabled] 

Additional setup menus 
to configure embedded 

CSA LAN controller. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1-4 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ス□ットに接続しているカードが搭載し 
ている BIOS の〇 ption ROM 展開を行うかど 
うかを設定します。 

Boot デバイスとして使用しない力ードを接 
続している場合、 「 Disabled 」 にしてくださ 
い0 

「 Disabled 」 にすることにより、メモリの消 
費を抑え、起動時間を短縮することができ 
ます。 


[]： 出荷時の設定 
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Embedded Video Controller 

Advanced メニューの PCI Configuration で Embedded Video Contr 011 e「 を選択すると以下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


Embedded Video Controller 

Item Specific Help 

Onboard VGA Control [ 团 03EC 

Pre-ALLocated Memory Size : [8MB] 

Enable oe Disable the 

onboard VGA Device by 
setting item to the 
desired value. 


FI Help f | Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Control 

Disabled 

オンボード上のグラフィックスコントロー 


[ Enabled ] 

ラの有効/無効を設定します。 

Pre-Allocated Memory Size 

1 MB 

内蔵グラフィックス機器が使用するための 


[8 MB ] 

メモリサイズを設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Embedded NIC (Gbit#l) 

Advanced メニューの PCI Configuration で Embedded NIC (Gbit#1) を選択すると以下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced I 


Embedded NICCGbit #1 ) 

Item Specific Help 

Onboard LAN1 Control [0S03ECI 

Option ROM Scan: [Enabled] 

Enable oe Disable the 

onboard LAN1 Device by 
setting item to the 
desired value. 


FI Help f i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard LAN 1 Control 

Disabled 

オンボード上のネットワークコント□ーラ 


[ Enabled ] 

の有効/無効を設定します。 

Option ROM Scan 

Disabled 

オンボード上のネットワークコント□ーラ 


[ Enabled ] 

の BIOS の展開の有効/無効を設定するサブメ 



ニューを表爪します。 


[]： 出荷時の設定 
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I/O Device Configuration 


Advanced メニューで「1/〇 Device Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


I/O Device 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A : 



Configure Serial Port A 

Base I/O address : 

[3F8] 


using options : 

Interrupt : 

[IRQ 4] 






[Disabled] 

Serial Port B : 

[DiabLed] 


No configuration 

Parallel Port : 

[Enabled] 


[EnabLed] 

Mode : 

[Bi-directionaL] 


User configuration 

Base I/O address : 

[378] 



Interrupt : 

[IRQ 7] 



PS/2 Mouse 

[Enabled] 



USB Controller : 

[Enabled] 



USB 2.0 Controller 

[Enabled] ▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^► Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


割り込みやベース i / o アドレスが他と重複しないように注意してください。設 
■to 定した値が他の リ ソースで使用されている場合は黄色の 「*」 が表示され ます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A を使用するがどうかを指定 
します。 

Base I/O address 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A に割り当てる I/O アドレス 
を指定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A に割り当てる割り込みを指 
定します。 

Serial Port B 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート B を使用するかどうかを指定 
します。 

使用するためにはオプシヨンの N 8 117-01 
RS 232 C コネクタキットが必要です。 

Base I/O address * 1 

3 F 8 

[2 F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート B に割り当てる I/O アドレス 
を指定します。 

Interrupt * 1 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B に割り当てる割り込みを指 
定します。 

Parallel Port 

Disabled 

[ Enabled ] 

パラレルポートを使用するかどうかを指定 
します。 


*1 Serial Port B を Enabled にすることで表示されるメニューです。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Mode 

[ Bi - directional ] 

EPP 

ECP 

パラレルポートに割り当てるモードを指定しま 
す。 Bi-directional は双方向で通常動作スピード 
で通信します。 EPP は拡張パラレルポート規格 
で最大 25 MB / 秒での双方向 DMA - 圧縮伸長に 
よる高速モード通信です。 ECP は拡張パラレル 
ポート規格で最大 2 MB / 秒での双方向 DMA 圧 
縮伸長による高速モード通信です。 

Base I/O address 

[378] 

278 

パラレルポートに割り当てる1/〇アドレスを 
指定します。 

Interrupt 

IRQ 5 
[IRQ 7] 

パラレルポートに割り当てる割り込みを指 
定します。 

PS /2 Mouse 

Disabled 

[ Enabled ] 

PS /2 マウスの有効/無効を設定します。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 機器の有効/無効を設定します。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB Z ◦機器の有効/無効を設定します。 

Legacy USB Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB を正式にサポートしていない〇 S でも 

USB キーボードが使用できるようにするか 
どうがを設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアル ATA の有効/無効を設定します。 

Native Mode Operation 

[ Auto ] 

Serial ATA 

ATA のための Native Mode を選択します。 
注意： 

特定の OS は Native Mode をサボートしてお 
りません。 

SATA Controller Mode 
Option 

[ Compatible ] 

Enhanced 

Compatible mode : 

SATA および P ATA ドライプは自動検出され、 
legacy mode として認識されます。 

Enhanced mode : 

SATA および P ATA ドライプは自動検出され、 
native IDE mode として認識されます 0 
今音： 

SATA 単体接続構成（非 HostRaid 構成）の場 
合は、 Compatible に設定してください。 

SATA AHCI Enable * 2 

[ Disabled ] 

Enabled 

本装置は AHCI 機能をサボートしておりませ 
ん。設定を DisalDled から変更しないでくださ 
い0 

SATA Raid Enable * 2 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンボード上の SATA インタフェースを使つ 
たハードディスクドライブの RAID (ディスク 
アレイ）の有効/無効を設定します。 

異なる設定で SATA ハードディスクドライブ 
から起動するとデータが壊れるおそれがあり 
ます。 

HostRAID を利用時は Bootable の設定を行つ 
てください。 


*2 SATA Controller Mode 〇 ption を Enhanced にすることで表示されるメニユーです。 

[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Enter〉 キーを押すとサブメニュー 
が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced I 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Enable Multimedia Timer [_] 

► ICH6 Root Port #1 Sub-Menu 

► PCI Device 

Wake On LAN/PME [Enabled] 

Wake On Ring [Disabled] 

Wake On RTC Alarm [Disabled] 

EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer 

support - 


FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[ No ] 

Yes 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオ 
ン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムクロックを利用したスケ 
ジユーリングパワーオン機能の有効/無効を 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Wake On LAN/Ring 機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を 
停止した場合、 AC 電源供給後の最初のシステム起動には、 Wake On LAN/ 
Ring 機能を利用することができません。 POWER スイッチを押下してシステム 
を起動してください。 

AC 電源の供給を停止した場合、次回の DC 電源の供給までは電源管理チップ上 
の Wake On LAN/Ring 設定が有効となりません。 
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ICH6 Root Port #1 Sub-Menu 

Advanced メニユーの 「Advanced Chipset Control 」 で 「 ICH6 Root Port #1 Sub-Menu 」 
を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced I 



FI Help t | Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Express Port #1 

Disabled 

Enabled 

[Auto] 

Disabled : 

ポートは常に無効です。 Port #1を Disabled 
にすると、他のポートについても Disabled に 
設定されます。 

Enabled : 

ポートは常に有効です。 

Auto : 

カードを認識した際に有効に設定されます。 

Port #1 Enabled 

— 

ポートの有効/無効を示します。（表示のみ） 

Port #1 Number 

— 

ポート番号を示します。（表示のみ） 

Port #1 Width 

— 

ポート幅を示します。（表示のみ） 

Port #1 Slot Number 

— 

ポートのスロット番号を示します。（表示の 
み） 

Port #1 Power Limit 

— 

ポート電力を示します。（表示のみ） 

Port #1 Slot Card Detect 

— 

ポートにカードが存在するが示します。（表 
示のみ） 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Device 

Advanced メニューの 「Advanced Chipset Control」 で 「PCI Device」 を選択すると、以下 
の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 



FI Help f 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■<—» Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI IRQ line 1〜5 

Disabled 
[Auto Select ] 

3 

4 

5 

7 

9 

10 

11 

12 

14 

15 

PCI バスにある5本の割り込み信号をどの 

IRQ リクエストに割り当てるがを設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
■ Security ■ 


User Password Is : 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is : 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

[Enter] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 


setup utiLity. 

Password on boot : 

: Disabled ： 


Fixed disk boot sector : 

[Normal] 


Diskette access : 

[Supervisor] 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —— Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 

两"〇 • 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
nwm と設定できません。 

• OS のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、保守サービス会社までお問い合せ 
ください。 
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各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

Set 

パスワードの設定状態を示します。 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

パスワードの設定状態を示します。 

Set User Password* 

8 文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「Supervisor」 で 
ログオンしたときのみ設定できます。 

Password on boot* 

[Disabled] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わない 
の設定をします。先にスーパーバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーがブートしていると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

ハードディスクドライブのプートセクタへ 
の書き込みを許可するが禁止するかどラが 
を設定します。 

Diskette access 

User 

[Supervisor] 

フロッピーディスクドライプにセットした 
フ□ッピーディスクへの書き込み権限を指 
定します。 


*「Set Supervisor Password」 でパスワードを登録したときに指定できます。 


[]: 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。項目の前に「►」がついているメ 
ニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 


[Enabled] 

POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうが設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 


[Last State] 

供給されたときのシステムの電源の状態を 


Power On 

設定します（下記参照)。 


[]： 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本体の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を下 
の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 




UPS を接続している場合は 「 Power 〇 n 」 に設定します。 

UPS に接続している場合も10秒以上経過してから〇 N になるようにスケ ジユー 
リングの設定をしてください。 
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System Management 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server | 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version : 

0N02 

ALL items on this menu 

cannot be modified in 

Board Part Number : 

856-125147-001 

user mode. If any items 

Board Serial Number : 

000000001010 

require changes, please 

System Part Number : 

[N 8100 -1068Y] 

consult your system 

System Serial Number : 

123456789 A 

Supervisor 

Chassis Part Number : 

856-060350-008 


Chassis Serial Number : 

: 04 


GBIA Module Version : 

00.03 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <—Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください（すべて表示のみ)。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

BIOS のバージョンを表示します。 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示します。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示します。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します。 

GBIA Module Version 

— 

GBIA のバージョンを表示します。 
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Console Redirection 

Serve 「メニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server | 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port : 

ACPI Redirection Port : [Disabled] 

Baud Rate [19.2K] 

Terminal Type : [PC ANSI] 

Flow Control [CTS/RTS] 

Selects the Serial port 
to use for Console 

Redirection. 

"DisabLed" completely 
disables Console 

Redirection. 


FI Help t [ Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <—»• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

コンソール端末が接続されているコムポー 
卜のアドレスを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

〇 S 動作中に使用するコンソール端末が接続 
されているシリアルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2k] 

38.4k 

57.6k 

115.2k 

コンソール端末との通信速度（ボーレート） 

を設定します。 

Terminal Type 

[PC ANSI] 

VT100+ 

VT-UTF8 

コンソール端末の種類を選択します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[CTS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 

カーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 



システムは起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフトウェアを 
見つけるとそのソフトウェアで起動します。 


< t >キー/< I >キー、<十〉キー/<_>キーで起動デバイスの優先順位を変更できます。 

各デバイスの位置へ< 个 >キー/<丨 >キーで移動させ、く十〉キー/<_>キーで優先順位を変更 
できます。 


_"〇 EXPRESSBUILDER を起動する場合は、上図に示す順番に設定してくださ 
い。 
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Exit 


カーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

• Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせ 
る時に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認の画面が表示 
されます。ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して 
SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

• Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終わらせたい時にこの項目 
を選択します。ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終了 
し、システムは自動的にシステムを再起動します。 「Yes」 を選択すると変更した内容を 
CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load 
Setup Defaults を選択すると、確認の画面が表示されます。ここで、 「Yes」 を選択する 
と、デフォルト値に戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 


このオプションを実行すると、 「 Advanced 」 の 「 I/O Device Configuration 」 
Bfa メニューの rSATA RAID Enabled 」 が 「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 
内蔵八ードディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は、 
SETUP を終了する前に 「 Enabled 」 に変更し、設定内容を保存してください。 
設定を変更せずに再起動すると八ードディスクドライブのデータを壊すおそ 
れがあります。 




「SATA RAID Enabled 」 メニユーを表示させるには、 「 Advanced 」 メニユーの 
rI/O Device Configuration」-►「SATA Controller Mode Option 」 を 「 EnhancedJ 
に設定してください。 
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• Discard Changes 

今まで変更した内容を破棄し、 SETUP を起動する以前の設定に戻します。 

• Save Changes 

今まで変更した内容を保存し、 SETUP を続けます。 
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II セツトとク II ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


■ J セツ 


〇 S が起動する前に動作しなくなったときは、 <ct「l> キーと <Alt> キーを押しながら、 <Delete> 
キーを押してください。リセットを実行します。 


W-O リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
Bto まいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


〇 S からシャットタ'ウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FR こで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FR こなります。（電 
源を再び ON にするときは、電源〇 FF から約10秒ほど待ってから電源を〇 N にしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合は本体内部のコンフィグレーション 
ジャンパスイッチを操作して行います。 


CMOS メモリの内容をクリアすると BIOS セットアップユーティリティ 
の設定内容がすべてデフォルトの設定に戻ります。 

その他のジャンノ V° の設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作 
の原因となります。 

CMOS メモリの内容をクリアすると、 BIOS SETUP ユーティリティの 
「 Advanced 」 の 「 I/O Device Configuration 」 メニューの 「SATA 
RA 旧 Enabled 」 が 「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 内蔵ハード 
ディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は、 CMOS メモ 
リのクリア後、 BIOS SETUP ユーティリティを起動して、上記設定を 
「 Enabled 」 に変更し、設定内容を保存してください。設定を変更せず 
に起動すると八ードディスクドライブのデータを壊すおそれがありま 
す0 


Pee 


「SATA RAID Enabled 」 メニューを表示させるには、 「 Advanced 」 メニューの 
rI/O Device Configuration」-►「SATA Controller Mode Option 」 を 「 Enhanced 」 
に設定してください。 
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次にクリアする方法を示します。 



警告 


▲② 

€ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを抜かずに取り扱わない 



A 注意 



/h\ 

A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 


本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
Bfai どに触れて身体の静電気を逃がしてから取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触らないでください。静電気に関する説明は82ページ 
で詳しく説明しています。 


1 . 83ページを参照して準備をする。 

2. 84ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

ffO • 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 
• クリップをなくさないよう注意してください。 

4. 3秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

5. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 
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6. POST 中にく F 2> キーを押して BIOS セツトアツプユーテイリテイを起動して設定 
し直す。 


〆 

1 チェック 1 

SATA 内蔵八ードディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は、 
BIOS SETUP ユーテイリテイの 「 Advanced 」 メニューの 「SATA RAID 
Enabled 」 が 「 Enabled 」 になっていることを必ず確認してください。 
「 Disabled 」 のまま起動すると八ードディスクドライブのデータを壊すおそれ 
があります。 


「SATA RAID Enabled 」 メニューを表示させるには、 「 Advanced 」 メニューの 
rI/O Device Configuration」-►「SATA Controller Mode Option 」 を 「 Enhanced 」 

に設定してください。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

害!!り込みラインや l /〇ポートアドレスは、出荷時に次のように割り当てられています。オプシヨ 
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出荷時では、次のように割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

〇 

システムタイマ 

8 

リアルタイムクロック 

1 

キーボード 

9 

Microsoft ACPI-Compliant 
System 

2 

カスケード接続 

10 

InteP 82801 FB/FBM SMBus 
Controller -266 A 

3 

— 

11 

PCI 

4 

COMA シリア ルポー ト 

12 

マウス 

5 

PCI 

13 

数値演算プロセッサ 

6 

フロッピーディスク 

14 

プライマリ IDE 

7 

PCI 

15 

セカンダリ IDE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

出荷時では 、 Auto Detect に設定されています。 PCI スロットに IRQ を他のデバイスと共 
有できないボードを取り付けた場合は下表の設定例のよラに設定を変更してください。 


メニュー項目 

割り込み 

旧 Q 設定例 

PCI IRQ 1 

LAN 1 

IRQ 7 

PCI IRQ 2 

LAN 2 

IRQ 7 

PCI IRQ 3 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 4 

USB Port 1/2 

IRQ 5 

PCI IRQ 5 

PCI スロット# 1 

IRQ 11 

PCI IRQ 6 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 7 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 8 

USB Port 3 

IRQ 5 
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• I / O ポートアドレス 


アドレス *1 

使用チップ*2 

00- CF 7 

DMA 1 コント□—ラ 

20-21 

害 U り込みコント□—ラ1 

40-43, 50-53 

タイマ1 

60 

キーボー ド/マウス 

61 

システムスピーカ 

64 

キーボー ド/マウス 

70-71 

リアルタイムクロック、ノンマスカブルインターラプト 

81-8 F , C 0 -DF 

DMA 1、 DMA 2 

A 0- A 1 

害 U り込みコント□—ラ2 

F 0 -FE 

コプロセッサエラー 

170-177 

( IDE セカンダリバス） 

1 F 0-1 F 7 

( IDE プライマリバス） 

3 B 0-3 BB , 3 C 0-3 DF 

VGA 

3 F 0-3 F 7 

フロッピーディスクコントローラ1、 IDE コント□ーラ1 

3 F 8-3 FF 

シリアルポート1 

378-37 F 

プリンタポート 

4000 -403 F 

ネットワーク 

E 〇〇 0 -EFFF 

PCIe ルートポート 


*1 16進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数によって任意に設定されま 
す。 
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RAID コンフイグレーシヨン 

ここでは本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するた 
めの方法について説明します。外付けのハードディスクドライブをディスクアレイドライブと 
して運用する場合については、オプションのディスクアレイコントローラと外付け増設ディス 
ク筐体などが必要です。詳しくはディスクアレイコント□ーラまたは外付け増設ディスク筐体 
に添付の説明書を参照してください。 

本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして構築するには次の方 
法があります。 


• SATA ハードディスクドライブ （2 台）をマザーボード上の RAID コント□ーラを使用し 
て構築する。 

• オプションのディスクアレイコントローラを使用して構築する。 


シリアル ATA 八ードディスクドライブの RA 旧構築 


本装置内蔵のマザーボードにある RAID コント□—ラを使用してディスクアレイ （ RAID 0 また 
は RAID 1) を構築することができます。 

構築に必要となる機器はシリアル ATA ( SATA ) ハードディスクドライブ （2 台）のみです。 

• RAID 0 (ストライビング） 

2台のハードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この方法を 
「ストライビング」と呼びます。2つのハードディスクドライブへ処理を分散させること 
によりハードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 


• データを2台のハードディスクドライブに分散して記録しているためア 
レイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障するとデー 
夕の復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続されたハードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


• RAID 1(ミラーリング) 


2台のハードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方のハードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
なハードディスクドライブを使用してシステムタ'ウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 



• データを2台のハードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 
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ハードディスクドライブの取り付け 

本体に2台の SATA ハードディスクドライブを取り付けてください。取り付け手順については、 
88ページを参照してください。 


_"〇 取り付ける2台の八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してく 
Bfa ださい。また、 RAID 1 を搆築する場合は、同じ容量の八ードディスクドライ 
ブを使用することをお勧めします。 


BIOS セットアップユーティリティを使用した RAID の有効化 

取り付けた2台のハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライブか、2台1組で構 
築される RAID ドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、 BIOS セットアップユーティリティを使用して、マ 
ザーボードの SATA コネクタに接続されているハードディスクドライブを RAID ドライブとし 
て使用するための設定が必要となります。 




出荷時の設定では、単ーハードディスクドライブとして使用するように設定さ 
れています。 


次の手順で BIOS セットアップユーティリティの設定を変更します。 

1. BIOS セットアップユーティリティを起動する。 

詳しくは、115ページを参照してください。 

2. 「 Advanced 」 の 「 I/O Device Configuration 」 メニューから 「SATA Control ¬ 
ler Mode Option 」 の設定を 「 Enhanced 」 に変更し 、 「SATA RAID Enable 」 
の設定を 「 Enabled 」 に変更する 0 

PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral Com igu rat ion 

Item Specific Help 

Parallel Port : 

[Enabled] ▲ 

Configure Serial Port A 

Mode : 

CBi-directionaLU 


using options : 

Base I/O address 

[378] 



Interrupt 

[IRQ 7] 


[Disabled] 




No configuration 

PS/2 Mouse 

[Enabled] 






[Enabled] 

USB Controller : 

[Enabled] 


User configuration 

USB 2.0 Controller 

[Enabled] 



Legacy USB Support 

[Enabled] 



Serial ATA : 




SATA Controller Mode Option 

匸 Enhanced] 



W SATA RAID Enabled 

「曜蜃 




FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit —► Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


3. 「 Exit 」 メニューから 「Exit Saving Changes 」 を選択して、設定内容を保存し、 
巳 IOS セツトアップユーティリテイを終了する。 


以上で完了です。 
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設定を変更後、本装置を起動するたびに POST の画面に RAID ドライブの設定および変更をす 
るためのユーティリティ rArray Configuration Utility ( ACU )」 の起動を促すメッセージが表 
ホされます 0 


Press <CtrLXA> for Adaptec RAID Configuration 
Utility 


必要に応じてユーティリティを起動して、設定してください。詳しくはこの後の説明を参照し 
てください。 


Array Configuration Utility (ACU) を使った RAID の構築 

ここでは、本装置を起動した後、 POS 丁の画面から起動することができる 「Array Configuration 
Utility ( ACU )」 を使用した RAD の構築手順について説明します。 




RAID ドライブは、 EXPRESSBUILDER の「シー厶レスセットアップ」を使用 
して構築することもできます。 

詳しくは導入編の 25 ページを参照してください。 


ACU の起動方法 

次の手順に従って ACU を起動します。 


^ 起動の前に 「 BIOS ユーティリティを使用した RAID の有効化」で説明している 
||エック| BIOS の設定変更を完了していることを確認してください。 




ディスプレイ装置の画面にメッセージが表示されるまでに時間がかかる場合 
は、本装置の電源〇 N 後、 3 〜 5 秒くらい経ってから <Ctrl> キーと <A> キーを押し 
てみてください。 


1 . 本装置を起動する。 

2. ディスプレイ装置の画面に次のメッセージが表示されたら、く0打1>キ_とく A > キー 
を押す。 


Press <CtrLXA> for Adaptec RAID Configuration 
Utility 




デ イス プレイ装置の画面にメツセージが表示されるまでに時間がかかる場合 
は、本装置の電源〇 N 後、 3 〜 5 秒くらい経ってから <Ctrl> キーと <A> キーを押し 
てみてください。 
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しばらくするとメインメニューが表示されます。 



RAID の構築や変更_削除をする 
157ページ 


RAID ドライブの□—レベルフオ 
やべリファイをする160ページ 


RAID の構築 

次の手順に従って RAID を構築します。 



• しヽったん RA 旧を構築してしまったドライブの属性（手順6以降に示す 
設定内容）は変更できません。 

• RA 旧を構築する前に RA 旧ドライブを構成するハードディスクドライ 
ブの物理フォーマツトをしてください。物理フォーマツトについては 
「Disk Utilities の使用」 （160 ページ）を参照してください。 

• アレイの作成後、 Bootable の設定 （161 ページ）を参照し、アレイに 
ブートプライオリテイを指定してください。 


1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （152 ページ)」を参照してください。 

2. キーポードの力ーソルキーで Options メニューから 「Array Configuration 
Utility 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 



メインメニューから 「Create Array 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す 0 



3 . 
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4. RAID を構築する 2 台の八ードディスクドライブをリストから選び、 〈 Insert 〉 キー 
を押す。 

< lnse 「 t > キーを押すと、右側の 「Selected Drives 」 リストに追加されます。削除し 
たい場合は、左側のリストからハードディスクドライブを選択し、 < Delete > キーを 
押すと削除され、右側のリストから消えます。 




• 本装置は、最大2台のハードディスクドライブをマザーボードの SATA コ 
ネクタに接続することができます。 RAID を構築するために必要なハー 
ドディスクドライブは2台以上です。したがって、リストに表示されて 
いる2台のハードディスクドライブを選択してください。 


• リストに表示されているハードディスクドライブ名がグレイに表示され 
ているものは、使用できるディスク領域がないものか、イニシャライズ 
されていないハードディスクドライブであることを示します。 < Esc > 
キーを数回押してこのメニユーをいったん終了して、この後の説明にあ 
る「ハードディスクドライブのイニシャライズ159ページ」を参照して 
ください。 


5. く日加6「>キ_を押す。 

RAID の詳細設定を行う rArray PropertiesJ 画面が表示されます。 

6. 力ーソルキーで RAID レベルを選択し、く Enter > キーを押す。 

選択できる RAID レベルは RAID 0 (ストライピンク')と RAID 1 (ミラーリング）のい 
ずれかです。 
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8. く RAIDO を選択した場合のみ> 

ストライプサイズを 16 KB 、 または 32 KB 、64 KB (初期設定）から選択し、く Enter 〉 
キーを押す。 




「Create RAID via 」 では、 RAID レベル (Array Type ) との組み合わせでさまざまな 
RAID ドライブの作成方法を指定することができます。詳細を次ページの表に示しま 
す0 
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RAID レベル 

Create RAID via の選択肢 

作成方法 

RAID 0 

No Init 

新規で RAIDO ドライプを作成します。 

RAID 0 

Migrate 

データが保存されている既存のドライプに 
対して新規ドライプを追加するマイグレー 
シヨン（移行）をします。本装置では 
「 Migrate 」 をサポートしていません。 

RAID 1 

Build 

データが保存されている既存のドライプの 
内容を新規ドライプにコピーし、 RAID 1 ド 
ライプを作成します。本装置では 「Build 1 
をサポートしていません。 

RAID 1 

Clear 

すべての内容をクリアして、新規で RAID 1 
ドライプを作成します。 

RAID 1 

Quick Init 

新規で RAID 1ドライプを即座に作成します。 


_"〇 「 Migrate 」、「 Build 」 オプションは本装置ではサポートしていません。 


^ • 既存の RAID ドライプに新規ドライブを追加する場合は、あらがじめ新 

F ェック I 規ドライブ内のデータのバックアップをとっておいてください。 

• ACU を使って RAID 1 ドライブの作成中、その処理を中断すると、 ACU を 
使って処理を再開させることはできません 。 Adaptec Storage 
Manager ™ を使用して RAID 1を構築してください。 

• Quick hit で RAID 1 ドライプを作成すると、その後の整合性チェック 
( ConsistencyCheck ) で不整合を通知される場合がありますが、ハー 
ドディスクドライプの故障や RAID ドライプの構築を失敗したわけでは 
ありません。ソフトウェアの指示に従って整合を取り直してください。 

• RAID 1を構成するハードディスクドライプのディスク容量が異なってい 
ても RAID 1 ドライプを構築することができます。ただし、 「 Build 」 オプ 
シヨンで RAID 1 ドライプを作成する場合、容量の小さい方のハードディ 
スクドライブをコピー元または第1ドライプに指定してください。 

• Windows を使用してダイナミックディスクにアップグレードされている 
RAID ドライプに対して 「 Build 」 オプションを使用して RAID ドライプを 
作成しないことをお勧めします。 


10. すべての設定を完了したら、 「 Done 」 を選択して、く Enter 〉 キーを押す。 

RAID の作成処理が始まります。完了までしばらくお待ちください。 

アレイの作成後、 Bootable の設定 （161 ページ）を参照し、アレイにブー ト プライ 
オリティを指定してください。 
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ディスクアレイの管理 

オプションメニューから rArray Configuration Utility 」 を選択して表示されるメインメニュー 
で 、 「Manage Arrays 」 を選択すると、 RAID ドライブの設定（属性）情報の確認や RAID ドラ 
イブ（アレイ）の削除をすることができます。 



「Manage Arrays 」 を選択後に表示される 「List of Arrays 」 画面にて 、 Mark 
Bfai Bootable の設定を行ってください。 

Mark Bootable の設定は、く Ctrl 〉 キーとく巳〉を同時に押し、その後表示され 
る確認メッセージにて「丫」を選択します。 

Mark Bootable が設定されると、選択した Array の先頭に「*」が表示されま 
す0 
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• アレイ情報の確認 

Main Menu で 「Manage Arrays 」 を選択し、 < Ente 「> キーを押すとアレイを構築してい 
る RAID ドライブの一覧が表示されます。 


RAID ドライブを選択し、 < Ente 「> キーを押してください。選択した RAID ドライブに関す 
るプロパティダイアログボックスが表示されます。このプ□パティダイアログボックス 
には RAID ドライブを構成している物理ハードディスクドライブの情報も含まれます。 



< Esc > キーを押すと1つ前の画面に戻ります。 


W ™0 「Manage Arrays 」 を選択後に表示される 「List of Arrays 」 画面にて 、 Mark 
Bta Bootable の設定を行ってください。 

Mark 巳 00 table の設定は、く Ctrl 〉 キーとく B > を同時に押し、その後表示され 
る確認メッセージにて 「 YJ を選択します。 

Mark Bootable が設定されると、選択した Array の先頭に「*」が表示されま 
す。 

• アレイの削除 


W "0 アレイを削除する前に RAID ドライブ内の大切なデータをバックアップしてく 
■to ださい。削除を実行するとすベてのデータを消失します。また、消失したデー 
夕を復帰（リストア）させることはできません。 


メインメニューで 「Manage Arrays 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すとアレイを構築し 
ている RAID ドライブの一覧が表示されます。以降の削除手順を以下に示します。 


1. 削除する RAID ドライブを選択し、く Delete 〉 キーを押す。 

2. プ□パティダイア□グボックスで、 「 Delete 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



削除についての警告メッセージが表示されます。 


\ I / 


表示メッセージの内容や数は RAID レベルによって異なります。 
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3. 「 Yes 」 を選択する。 

アレイやパーティションが削除されます。「 N 0」を選択すると1つ前の画面に戻りま 
す。 

4. く Esc > キーを押して1つ前の画面に戻る。 


八ードディスクドライブのイニシャライズ 

RAID ドライブを作成するためにはハードディスクドライブがイニシャライズされていなけれ 
ばなりません（イニシャライズされていないハードディスクドライブは、 RAID ドライブを構 
築するドライブの選択画面でリストに表示されないか、グレーアウトされて表示されます）。 


謂"〇 • イニシャライズを実行するとハードディスクドライブ上のパーティシヨ 
匯ヨ ンテーブルを上書きし、データを書き込めない状態にします。 

• アレイとして使用していたハードディスクドライブをイニシャライズす 
ると、再び元のアレイに戻すことはできません。 

• 起動ドライブとして使用している RA 旧0ドライブを構成する八ード 
ディスクドライブをイニシャライズするとシステムが起動できなくなり 
ます。 


次の手順でハードディスクドライブをイニシャライズします。 

1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （152 ページ)」を参照してください。 

2. キーポー ドの カーソルキーで Options メニューから 「Array Configuration 
Utility 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「Configure Drives 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



4. カーソルキーを使ってリストからイニシャライズをする八ードディスクドライブを 
選び、 〈 Insert 〉 キーを押す。 

5. もう一方の八ードディスクドライブを手順4と同様の手順で選択する。 
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6. く EnteD ^ 1 — を押す。 

7. 警告メッセージの内容を読み、イニシャライズするハードディスクドライブを正し 
く選択していることを確認し、 < Y > キーを押してイニシャライズを続ける。 


Disk Utilities の使用 

ACU を起動後に表示されるオプションメニューにある 「Disk Utilities 」 は、ハードディスクド 
ライブの□ーレベルフォーマツトやべリファイをする場合に使用するメニューです。 

1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （152 ページ)」を参照してください。 

2. キーポードの力ーソルキーで Options メニューから 「Disk Utilities 」 を選び、 

く Enter 〉 キーを押す。 



3. 目的の八ードディスクドライブを選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



4. 実行したいメニューを選択し、く Enter > キーを押す。 
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— Format Disk 

直ちに対象としているハードディスクドライブを□—レベルでフォーマット 
します（ゼ□埋め込み）。購入時の SATA ハードディスクドライブは工場出荷時 
に□ーレベルでフォーマット済みですが、 RAID を構成するハードディスクドラ 
イブは、 RAID を構築する前にこのオプションを使ってフォーマツトをしてくだ 
さい。 


_"〇 □—レベルフォーマットはハードディスクドライブ内のすべてのデータを消 

去します。フォーマットを実行する前に八ードディスクドライブ内にある大切 
なデータのノ（ックアップをとってください。 

— Verify Disk Media 

ハードディスクドライブ内のメディア不良を検出します。 


Bootable の設定 

1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （152 ページ)」を参照してください。 

2. キーポードの力ーソルキーで Options メニューから 「Array Configuration 
Utility 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「Manage Array 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 



4. 「List of Arrays 」 に、作成されている Array が表示されるので、 < Ctrl > キーと 
< B > キーを押し、確認メッセージが表示されたら「丫」を選択する。 

「Mark BootableJ が設定されます。 

5. 「 Mark 巳 00 table 」 が設定されたことを確認後 、 Array Configuration Utility を終 
了し、本体装置を再起動する。 


「Mark BootaWe 」 が設定されたことは 、 「List of Arrays 」 にて表示されている Array 
の先頭に「*」が表示されることで確認できます。 

再起動後、設定が有効になります。 
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